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Ⅰ.会社概要と施設及び取組の現状 

（１） 会社概要 

創業年月： 

   業種・事業内容： 

  事業規模（年間売上、製品出荷量など）： 

本社所在地： 

代表者名： 

 

＜省エネ診断対象施設＞ 

住所： 

施設責任者職名・氏名： 

施設従業員数： 

敷地内建屋数： 

 

対象施設種別： 

建物面積： 

建物構造： 

建物の階数： 
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（２） 令和 3年度の環境負荷と環境活動等   

 ＜電力＞ 

電力会社名： 

契約種別 ： 

 電気使用量：  ｋWh/年 

 

＜ガス＞ 

 ガス会社名： 

 契約種別 ： 

 ガス使用量：  ㎥/年 

 

＜燃料種別および使用量＞ 

ガソリン：  ℓ/年 

軽油  ：    ℓ/年 

重油  ：  ℓ/年 

 

＜水道＞ 

供給者名：   

使用量 ：  ㎥/年 
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令和 3年度 
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＜再生可能エネルギー施設導入状況＞ 

太陽光発電        

（規格及び基数             ） 

 

風力発電         

（規格及び基数             ） 

 

小型風力発電（20ｋW 以下） 

（規格及び基数             ） 

 

バイオマス発電 

（規格及び基数             ） 

 

水力発電 

（規格及び基数             ） 

 

地熱発電 

（規格及び基数             ） 

 

太陽熱利用 

（規格及び基数             ） 

 

氷雪熱利用 

（規格及び基数             ） 

 

温度差発電 

（規格及び基数             ） 

 

地中熱利用 

（規格及び基数             ） 

 

再エネ機器に関する評価 
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＜省エネ設備導入状況＞（導入済みのものに○） 

〔発電・給湯・暖房〕 

（  ）燃料電池（ｴﾈﾌｧｰﾑ）〔灯油・LPG・都市ガス・他〕〔台数 〕 

（  ）ガスマイクロタービン（エコウイル）〔台数 〕 

発電に関する評価 

 

 

 

〔給湯〕 

（  ）電気ヒートポンプ給湯（エコキュート）〔台数 〕 

（  ）ガスヒートポンプ給湯〔台数 〕 

（  ）高効率湯沸かし器（エコジョーズ）〔台数 〕 

（  ）石油温水器（トップランナー機器）〔台数 〕 

（  ）ボイラー等その他形式及び台数 

    〔                         〕 

給湯に関する評価 

 

  

 

〔空調〕 

（  ）電気ヒートポンプ空調 インバーター式〔APF   〕 

（  ）ガスヒートポンプ空調 〔APF   〕 

（  ）集中空調等その他形式 

    〔                         〕 

空調に関する評価 

 

 

 

 〔キュービクル（変圧器）〕 

  （  ）高効率トランス 

変圧器に関する評価 
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〔照明〕 

（  ）LED照明  導入率（全体の約    ％）  

照明に関する評価 

 

 

 

 

〔その他省エネ機器〕 

（  ）照明人感センサー 

  （  ）空調機内蔵人感センサー 

  （  ）手洗い水栓等への人感センサー 

  （  ）デマンドコントローラー 

  （  ）自動ミスト・散水装置 

（  ）その他（                       ） 

その他省エネ機器に関する評価 

 

 

 

〔建屋の断熱〕 

断熱塗装（屋根・壁・窓    ） 

断熱材 

  遮熱塗装（屋根・壁・窓    ） 

  断熱窓（LOW-eガラス・複層ガラス・フィルム・樹脂枠） 

建屋の断熱に関する評価 

 

 

 

 

その他機器（テレビ、冷蔵庫、電気便座、自販機、調理器） 

その他機器に関する評価 

 

 

OA機器（PC・複合機・プリンター・ルーター・ハブなど） 

OA機器に関する評価 
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（３）エネルギー管理状況の評価 

 ①管理体制 

 

 ②運転管理 

 

 ③計測・記録 

 

 ④保守・管理 

 

 ⑤エネルギーの見える化 

 

 ⑥PDCAサイクル 

  

⑦環境マネジメントシステム 

  種   別： 

  初回登録日： 

  最新更新日： 

 

環境管理責任者・担当 

 

エネルギー管理状況及び体制の評価 
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（４）これまでのエネルギー改善等の取組状況 

   

  事業者へのヒアリング等によりとりまとめてください。 

 

①ソフト面での取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②ハード面での取組 
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Ⅱ.電力使用の実態把握 

電気使用量・費用の経緯：過去 3 年間の系統別月毎推移グラフ 

   

 

 

 

 

場所別の主な電力消費設備 

（場所名：   ） 

設備名 メーカー 形 式 製造年 能 力 台数 備 考 

       

       

       

       

       

       

       

 

 電力使用に関する分析及び評価 
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Ⅲ.燃料使用の実態調査 

燃料使用量・費用の経緯：過去 3 年間の系統別月毎推移グラフ 

   

 

 

場所別の主な燃料消費設備 

（場所名：   ） 

設備名 メーカー 形 式 製造年 能 力 台数 燃料種別 消費量 

        

        

        

        

        

        

        

 

 燃料使用に関する分析及び評価 
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Ⅳ.総合評価及び省エネのための提案 

 

 １.総合評価 

 

 

 

 

2.改善が効果的な機器等の種類及び台数とその効果及び導入費用 

（１） 電力 

 

 

 

（２） 燃料 

 

 

 

（３） 建屋・機器の断熱遮熱 

 

 

 

（４） 車両 

 

 

 

（５） そのほか 

 

 

 

3.運用改善の方策とそれにより期待される効果 

（管理体制、PDCA など） 

 

 

 

4.省エネに資する情報の提供など（補助金等の活用など） 
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Ⅴ.省エネルギー化計画書 

  

１ 現状分析 

これまでの

省エネルギ

ー化に向け

た取組及び

今後の課題 

 

 

 

※管理体制や設備の運転管理等の観点から事業者のこれまでの省エネルギー化

に向けた取組及び今後の課題を記入してください。 

 

２ 計画期間 

令和４年度～令和６年度（３年間） 

   ※本計画は、令和４年度から令和６年度までの３年間で設定することと

します。 

 

3 省エネルギー化に向けた取組による温室効果ガス削減目標 

令和３年度の CO₂排出量実績（Ａ）         t 

令和６年度の CO₂排出量目標（Ｂ） t 

目標削減率（Ｃ）（Ａ-Ｂ）/Ａ×100 ％ 

   ※事業者で既に具体的な目標を設定している場合は記入してください。

目標が定められていない場合は、事業者と協議して適切な排出量目標

を設定してください。 

 

4 省エネルギー化に向けた今後の取組に係る基本方針 

※ 「１ 現状分析」に記入した今後の課題を踏まえ、基本的な方向性について

記入してください。 
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５ 省エネルギー化に向けた今後の具体的な取組の内容   

今後の具体的な取組の内容 

〈令和４年度〉 

 

 

 

 

 

 

〈令和５年度〉 

 

 

 

 

 

 

〈令和６年度〉 

 

 

 

 

 

 

※事業期間を含めた令和４年度から令和６年度までの取組の内容を記

入してください。 

※スペースが足りない場合には、適宜スペースを追加の上、記入して

ください。 
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事業者と協議しながら、ソフト面の改善と投資可能額を勘案してハード面で

の改善を設定して取組内容に記載して CO2削減量の想定と必要な概算投資額

を記入してください。 


